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【目的】 

 前提として当施設の通所リハビリテーション（以下、デイケア）

定員が３０名に増加した経緯があり、デイケア創設者が６年前に

こだわりの建築士に依頼した立派な建物・設備が少ない人数で

利用されている状況であった。私が今年の３月に県外から入職

してきた時には、「恵まれた環境下にありながら勿体ない」とい

うのが正直な感想でありながらも、現職員が怠慢ということでは

なく、何かしらの変化が必要であると感じた。 

そこで、ヨソモノの私が出来ることは「改革」ではなく「ブラッシ

ュアップ」であり、そのための根拠が必要であると考えた。ま

た、利用者様のニーズを把握しなければ舵取りは困難であり、

当施設の理念は「利他の心」である。すぐに出来ることは「当た

り前のこと」を当たり前にすることであり、まずはアンケート調査

を実施して、結果を踏まえてブラッシュアップを実施した。 

【方法】 

① 利用者様向けアンケート 

② 介護支援専門員様（以下、ケアマネ）向けアンケート 

を実施した。内容はそれぞれ入浴や午睡、利用に至ったきっ

かけ、デイケアのイメージや、ソーシャルネットワークサービス

（以下、SNS）などについてお伺いした。①利用者様向けについ

ては各家庭のニーズを把握することを目的としているため、 

 名前を記載していただいた。②ケアマネ向けは本当の意見を

頂戴したく、匿名とした。配布方法は①利用者様は利用日に配

布し、ご家族に記入していただいて翌利用日を基本として回収

した。②ケアマネ様には各事業所に訪問して所属ケアマネ枚

数のアンケートをお渡しし、事業所ごと封筒にまとめて当施設

宛に返送いただいた。 

 ご回答いただいたものをグラフ化し、資料にしてデイケアスタ

ッフとリハビリスタッフ、事務職員らと情報共有したうえでミーテ

ィングを実施し、改善策を話し合った。 

【結果】 

前向きなお言葉から辛辣なお言葉まで、多くの意見をいた

だくことが出来た。ニーズを踏まえたうえで入浴の実施人数や

午睡の対象や方法、レイアウトの変更やリハビリを実施するスタ

ンスなどの内容でブラッシュアップできた。また、新たに SNSを

導入することで遠方のご家族に利用者様の様子を知らせること

が出来たり、ご足労いただかなくてもある程度の施設紹介がで

きるようになった。 

【まとめ】 

 理念をもって、自分たちでコントロールできることだけに焦点

を絞ることで、特殊で画期的なことをしなくとも、極めてシンプ

ルな方法で組織のブラッシュアップに繋げることができた。 

 

演 題 地域ﾆｰｽﾞ把握からみた通所組織のﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ 
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